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ロータリーを
祝おう
l m )年り,み

― 理想は広く大きく…行動は地道にしっかりと

◎司会 SAA委 員会 測 1  昇

◎点鏡 会長 菊池  敗

◎ロータリーソング 『それてこそ回―タリー』

ツングリーター 吉 沢 洋 景

◎お客様紹介          会 長 菊 池  故

叡同宗 両 輪山 龍 谷寺  付 搬  内 林 昭 道 様

◎会務報告           会 長 菊 池  散

第 15回目列理事会の報告

C創 ヤ15周年記念事業御コ案について承認しました。

②親睦旅行について承認致しました。

〇卸05-2006年 度地区GSE委 員指名要請について

お1新りするという事で了承しました。

①国際ソロプチミスト多摩チャリティーコンサート後援

について後援内容の確認をとることにしました。

⑤卸05年度米山奨学生受入とカウンセラーを承認しま

した

◎幹事報告           幹 事 口 島真由美

①配布物 :ガバナー月信3月号/1M報 告書

②回覧 !東京幼彗RC週 報

③第2回 3クラブチャツティうレフ大会の写真がCDで

届いていま丸 老要な方は事柳司ま至

◎薙 雄 次年度会長 北 村 幸 彦

①3/2第 4回被選理理事会開俺 夜6時より第 1回被選

クラブ協議会を開催しまし7_委 員長匂立より忠博の

ないご意見を伺い、↓ヽよいよ次年度の始動開ナ台でれ

皆億 ご協力宜しく洵顧いいたしまう、

会員総教    43名

出席義務者数  42名 (出席免除者 1名)
・出方与者敬     32名

次席者教    〕 0名 (事前MUO名 )

出席率  76 19%

欠 席 者 :阿部 華 歌、遠藤 二 郎、器 、正範

平野 岳慎、小林 和 夫、小林  正 、

1嗅   博 、高野 範 城、山川 哲 弥、

御秘  哲

補填MUi海 野 集 - 3/7 束 穴レインボーRC

高木 淳 光 3/9 理 事会

2/20 最 終IrE出 席率 90 4891

◎ニコニコBOX  頼 嵯活動委員会 伊藤 英 也

国際ソロプチミスト多摩 由 井 照 子様

大道芸人まつりもお蔭様で寒さの中、大成

功致しました。又、会長、幹事さん、おL‐

しい所ありがとうございました

菊池  敬  お 客様、ようこそ.内 林様、卓話楽しみに

しています、

日島真由美 急 に暖かくなりましたc内 林様、卓話楽し

みで丸

四條 公 康 先 々週の合同チャリティうレフ会、スクラ

ッチ会は勅也会長はじめ、メンバーに恵ま

れ、大変な幸運が舞い込んできました。ヘ

タなうレフもタマにはこんなこともあり、

やめられません.

由井 員 Pl 春 らしくなりましたオ羊 でtD油断するとあ

と1回くらい雪になるかもしれませスち

篠崎 一 雅 孫 娘の初節句、お宮参りを3月 3日すませ

てほっとしていま先

萩生lH政由 内 榊主職さん、卓話楽しみにしていま丸

藤本 吉 文 先 週の例会は風邪で休みましたので '

洋守 弘 範 今 日は崚かいで,才、 内林さんの草話楽し

みです汽

ytEブラもヽ テル多摩 たまつばき4階

【委員鋼

出席委員会 藤本 吉文

f年生紙使用

◎出席報告
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内林様、卓話立しくお願いしま先

米山ご寄付ありがとうございまえ まだの

方よろしく。

伊藤 英也 内 林様、義 舌楽しみにしておりま抗

日の合計¥13i OOO保 掛¥6641 731)

◎3クラブチヤリテイ〕レフにつして

実行委員 内 回  4

2月 24日|や読売うレフクラブにて無事終わりまし/_

チャツティ金 ¥171)677は 国境なき医師団に募

金しま曳 皆様、ご協力ありがとうございました

◎親陸旅行につして  親 建活動委員会 J域  一 郎

本日の理事会にて企画案承認されまし亀 4r10-11(4/13

振罰 移動例会で曳 後でFAXに て詳細のご案内を致

しますので、登録料¥18,000のお振込みを宜しくお願い

致しま丸

◎卓話 「日々是好日」

曹洞宗 両 輸山 簡 谷寺   住 聴 内 林 昭 道 様

『日々 是好日、年々是坪判
一日一日の精進を積み重ね、来年の為の今年でありたいc

これが今年の資伏の私の言葉で先 私の今年の主題でも

ありま曳

言葉の占来は今から約1000特 iの中国の禅僧 文 優

の言葉である。有名な逸話に茶人千宗旦と大徳寺清厳和

尚とのやりとりがある。約束した宗旦が留守し、訪れた

和尚が書き物で残した『解怠比丘 不期明日 (ゲタイ

ノビク ア スフゴセ肉』C怠け者の坊さんの私には明日

はわからない)早速謝りに伺った宗旦の歌 『 今 日今日

と 言 ひてその日を暮らしぬる 明 日の命は とにもか

く1こも』

これからのHヤヽ  生 きる事は死を見極める事である。

真貧‖こ死を見つめた時に 「 ど う生きるか?Jが 見えて

くる。それが日々 の自分自身への対話である。曹洞宗の

開祖道元禅師の正法眼蔵 「 伽 から引用された修証

義の言葉

J僕は央よりも`ご, なヽり。身件は瑳ょりも猛し、4rれ

のと背牙使あぅてヵ屯ぎにし上音を密び生こ希たる、

ぱらに甘威生けらんは1えなべき『声をう、露むべき

物験なり、致ド看
(威
の言有は十
'ど
の扶鼻と臣たすとも、

英学望音の若準を背景せ↓Fr=の ど威をチf縦する

のみに幹ず、す試の花Tを も炭長すべきなり、辞 古

の努件は守ボベき努件なり、甘ぷべさ物犠なり

を月千に銘じ、日々 に生かした▼、又永平寺 1破歳のヨ崎

禅師の昨年NHKス ペシャルで加央されたお言葉    __

詠にほめられるという華も思わんし、これだけの事を

したらこれだけの報酬がもらえるということもない。

時,マきたならば、あゃんと花は夫き、そして愁って故

ってゆく。そういうのが実4rであり、教えであり、兵

軍だ !

も日々 の生活に生かしてゆく所存で丸 それは知識では

なく、智慧としての日々 の生活目標達成への精進で
ヤ
れ

東京多摩グリーンロータリーの会員の皆様も、生きる

目的を明確になさり、与えられた命を燃やしていただき

たⅢ、 「 念 ず細ぎ花ひらくJの 心で毎日毎日ど倍進し、

自己実現を目指していただきたい。「生ききることこそ

死にきることJで あると思いま丸

会長

(今週の担当

敏
創

翻
印

◎点館


